
個人と組織のより良い関係に向けて

株式会社リクルート



■氏名：栗田 貴祥（くりた たかよし）

■プロフィール
1992年、株式会社リクルート入社。

以来、30年にわたりHR事業領域に従事。

新卒採用・中途採用・教育研修等の提案営業を経験の後、

新卒メディア・中途メディア事業の営業部門や人事・組織

開発、広報等のスタッフ部門の部門長などを経て、

2021年4月からリクナビ編集長を務めた後、2022年4月に就職みらい研究所 所長に着任

1992年 4月 株式会社リクルート入社
2000年 4月 人材総合営業部 営業マネジャー
2008年 4月 新卒メディア営業部 部長
2012年 4月 中途メディア営業部 部長
2021年 4月 リクナビ編集長
2022年 4月 就職みらい研究所 所長
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何が正解なのか、誰にもわからないVUCAの時代

大学企業学生

Volatility
（変動性）

Uncertainty
（不確実性）

Complexity
（複雑性）

Ambiguity
（曖昧性）

V U C A
未知かつ予測困難（＝正解がない）
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【個人と企業のWin-Winな関わり方】

安定・安心・安全な企業選択
►持続可能な雇用契約を期待

年功序列や終身雇用で報いる

個人 企業一つの企業に尽くす

幸せな人生
（直線的なキャリア）

業績アップ
（大量生産）

これまで

個人のキャリアや成長をサポートする

個人 組織人として成長することで会社に貢献する

幸せな人生
（複線的なキャリア）

業績アップ
（イノベーション）

新たな安定・安心・安全の定義を模索
►複数の持続可能性の視点で選択

①持続可能な自身：成長への期待/キャリア形成
②持続可能な働き方：柔軟で多様な制度や選択肢
③持続可能な組織：企業や仕事の見方や選び方

変化し始めた、働く個人と組織の関わり方これまでのつながり方ではなく、新たな判断基準で組織を選ぶ傾向の高まり

これから

（就職みらい研究所作成）

大学企業学生
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～人的資本経営の潮流～
継続性を是とした「囲い込み」から、人材流動化を前提とした「選び・選ばれる」関係へ

学生 企業 大学

人材マネジメントの目的

アクション

イニシアチブ

ベクトル・方向性

個と組織の関係性

雇用コミュニティ

【変革の方向性】

人材資源・管理

人事

人事部

内向き

相互依存

囲い込み型

人的資本・価値創造

人材戦略

経営陣/取締役会

積極的対話

個の自律・活性化

選び・選ばれる関係

出典:持続的な企業価値の向上と人的資本に関する研究会 報告書～人材版伊藤レポート～）

これまで これから
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具体的な「従業員体験価値」の情報提供が重要
入社後にどんな人と働き、どんな成長ができるかが入社後しかわからないでは時代遅れに

パーパス（Purpose）

インスパイア（Inspire）

ピープル（People）

ワーク（Work）

トータルリワーズ
（Total Rewards）

トラスト（Trust）

何のためにこの会社で働くのか

企業のバリュー（価値規範）が社員の成長にどう生きるのか

どういう人と働いてどんな刺激が受けられるか

どのような仕事を任されるのか、経験できるのか

自己成長と自己実現の機会がどれくらいあるか

経営陣と従業員間の相互信頼関係はどれくらい築けているのか

出典：経産省・伊藤レポート

【従業員体験価値を構成する６つの要素】

学生 企業 大学



(C) Recruit  Co., Ltd. All rights reserved. 

17.9

8pt

0.5pt

127

5cm

15pt

3pt

1.5pt

80%

12pt

7

学生

「働きやすさ」「やりがい」の２軸で企業を４分類した場合、
最も売り上げの伸び率が大きかったのは、両方が高い「いきいき職場」

大学企業

ぬるま湯
職場

しょんぼり
職場

ばりばり
職場

いきいき
職場

高

働
き
や
す
さ
が
あ
る

やりがいがある 高

【職場タイプ別の売り上げ対前年伸び率】

（2018年版日本における「働きがいのある会社」ランキング参加企業への回答結果よりGPTWジャパン作成）
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（就職みらい研究所『就職プロセス調査』2023年卒）

【採用選考の応募基準（あてはまるもの）】

※大学生_全体（就職志望者・就職活動経験者／複数回答）※大学院生除く

学生が企業に応募する基準（あてはまるもの）学生が企業に応募する基準として「自らの成長が期待できる」が最も高い。
「職種が自分の希望と一致している」「勤務地が自分の希望と一致している」が前年より増加

58.9
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38.1
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33.5

28.3

26.6

25.9

24.9

24.8

23.4

20.7

16.9

15.0

11.8

10.8

7.1

2.2

0.5

■ 2023年卒（n=983）

2023年卒-
2022年卒

自らの成長が期待できる

福利厚生（住宅手当等）や手当が充実している

希望する地域で働ける

会社や業種の安定性がある

職種が自分の希望と一致している

勤務地が自分の希望と一致している

業種が自分の希望と一致している

会社や業種の成長性がある

会社・団体の理念やビジョンが共感できる

フレックス制度、在宅勤務、テレワーク、育児休暇等、働き方に関する制度が充実している

年収が高い

会社・団体で働く人が自分に合っている

教育・トレーニング環境や研修制度が充実している

ゼミや研究等、学校で学んできたことが活かせる

会社・団体の規模が大きい

裁量権のある仕事ができる

会社・団体の知名度がある

課外活動（サークル、アルバイト）や学校以外で学んできたこと・経験を活かせる

副業ができる

会社・団体の規模が小さい

その他

（%）
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（就職みらい研究所『就職白書2022』）

【企業が提供した情報と学生が知ることができた情報】

※企業：2023年卒採用実施企業／複数回答 ※学生：学生全体／複数回答

77.0

83.5

76.0

76.0

79.3

87.3

78.1

89.0

71.8

72.8

25.1

34.1

31.3

32.8

36.5

45.8

36.6

48.4

31.2

34.7

取り扱っている製品やサービス

転勤の有無

自社が求めている具体的な能力・人物像

社風・企業文化

具体的な仕事内容

応募条件

初任給

正社員の平均年齢

過去３年の新卒採用実績数
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■企業の情報提供率 ■学生が知ることができた率

※39項目のうち、上位10項目を抜粋

社内研修・自己啓発支援の有無と
その内容（業務研修・語学研修など）

企業が提供した情報と学生が知ることができた情報の差情報の取得はより効率化されているものの、情報の非対称性は依然として高い。
良いマッチングのためには深い相互理解が必要

学生 企業 大学

（%） 企業ー学生
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（就職みらい研究所作成）

【自組織への理解を起点とした相互理解を深めるコミュニケーション】

十分なコミュニケーションと相互理解

適切な開示

十分な機会

相性の適切な思考・判断

✓ 学生に求められる情報を隠すことなく開示すること

✓ 学生にとって自社が合うかどうかを検討するための情報の提供

✓ 学生の疑問や不安を解消するための場や機会の提供
✓ 学生に自社を理解してもらうための場や機会の提供
✓ 学生のために十分な時間を割くことを意識すること

企業学生

【自分の魅力や志向についての理解】

◆ どのようなキャリアを積みたいか
◆ どのような専門性やスキルを身につけたいか
◆ どのような働き方がしたいか
◆ どのような組織で働きたいか

etc.

◆ 自社が大切にしたい考え方やカルチャーは何か
◆ 自社の仕事や事業価値の本質は何か
◆ 自社の事業はどのような専門性やスキルが身につくの

か
◆ どのようなキャリアパスがあるのか、キャリア開発における

方針は？
◆ 自社の強みや弱みは何か

（企業）自らを知る

◆ どのような人が活躍しているか、活躍人材の行動特性
は？

◆ どのような人を採りたいのか、人材ポートフォリオの設計
は適切か？

◆ 人材要件がビジネスの現状と合致しているか？
◆ どのような採用基準（見立て・評価ポイント）を設け

たらよいのか
etc.

【自組織の価値や性質についての理解】

自組織への理解を起点とした相互理解を深めるコミュニケーション企業の自組織への深い理解を起点とする情報開示が、学生の自己理解を促進させる

大学企業学生


